日本史プリント34　　江戸時代６
●ゆれ始める江戸幕府

01：江戸時代も後半になると、幕府は（　）つの問題に悩まされるようになります。

02：１つは（　　）がたびたび来航するようになったことと、もう１つは国内でたびたび（　　）

　　や（　　）が起こるようになったことです。

03：農村で農民が起こす反乱を（　　）、都市で町人が起こす反乱を（　　）といいます。

04：こうして、国内と国外の両方の問題に悩まされ、幕府の支配力は少しずつ（強まって・弱ま

　　って）いきます。

●外国船の来航

05：1792年、ロシアの使節（　　）が（　　）にやって来て、通商を求めました。
06：1808年には、（　　）の軍艦が（　　）に乱入し、暴れまわって帰っていきました。この事

　　件を（　　）事件といいます。

07：これらの動きに対し、幕府はなんとか鎖国を続けようと、1825年に（　　）令を出しました。

08：すると1837年、日本の漂流民を届けに来てくれた（　　）の船まで砲撃されるという事件

　　が起こりました。これを（　　）事件といいます。
09：その事件を聞き、（　　）と（　　）は、かたくなに鎖国を続けようとする幕府を激しく批判

　　しました。

10：そのため、幕府はこの２人を処罰しました。これを（　　）といいます。
11：この２人は、（　　）の弟子でした。

12：また、（　　）という本で、日本沿岸を警備する必要があると説いた（　　）も処罰されてい

　　ます。

13：外国船打払令を続けていた江戸幕府でしたが、1840年に（　　）戦争で（　　）がイギリス

　　に敗れたことを知ると、あわてて外国船打払令を廃止しました。

●国内の混乱
14：1830年代には（　　）のききんが起こりました。そのせいで、多くの農民が餓死しました。
15：大阪町奉行所の元役人である（　　）は、この状況を見て、貧しい農民を集めて反乱

　　を起こしました。幕府は、元役人である人物が反乱を起こしたことにショックを受けました。
●江戸幕府の対応
16：このように、日本の外からは外国が圧力をかけてきて、国内では百姓一揆・打ちこわしが多

　　発するというピンチに立たされ、幕府では老中（　　）によって（　　）の改革が行われる

　　ことになりました。
17：彼は、厳しい倹約を命じ、物価を上げている原因の（　　）を解散させました。

18：また、江戸に出稼ぎに来た農民を（許可しました・元の農村に帰しました）。

19：さらに、（　　）・（　　）周辺の土地を取り上げようとしたのですが、これが周囲の大反対に

　　あい、彼は失脚してしまいました。
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